
         

 

令和５年７月１４日 

 

～広島湾の保全・再生に繋がる活動について発表しよう～ 
 

広島湾再生推進会議は、市民・NPO、企業、教育機関や行政機関など様々な関係者が連

携し、恵み豊かな美しい広島湾を次世代に継承するために、広島湾の保全・再生に関する

取り組みを推進しています。 

今回、広島湾の保全・再生に繋がる活動意欲の向上とそれぞれの活動を継続的なものと

するため、中高生による広島湾に関する活動の成果を発表する場を設け、若い世代の自由

な発想を取り入れることで、広島湾の保全・再生への関心を高めていくことを目的として、

「中高生による瀬戸内海保全・再生活動発表会」を開催します。 

つきましては、活動の成果を発表いただける生徒を募集します。 

 
〔募集概要〕 ※詳細は、参加募集要領をご覧ください。 

■募集期間：令和５年７月１４日（金）～９月２９日（金） 

■応募資格：広島県・山口県内の中学校、高等学校及び高等専門学校（3 年生以下）に通う生徒
※１校で複数のグループによる応募可能 

■募集対象：生徒が中心となって行っている広島湾の保全・再生に繋がる活動 

■発 表 会：「さとうみフェスタ 2023」にて開催します。各発表の後、審査員及び来場者
による審査を行い、特に活動が優れていると認められた発表を最優秀賞として
決定します。 

開催日：令和５年１０月２９日（日） 
場 所：広島コンベンションホール１階 広島テレビホール 

（広島市東区二葉の里３丁目５－４） 

■応募方法：応募用紙（別紙－１）に必要事項をご記入のうえ、９月２９日（金）までに
事務局まで電子メールでご応募ください。 

【提出先】 
広島湾再生推進会議事務局 
（国土交通省 中国地方整備局 企画部 広域計画課内） 
E-mail：hwancom@cgr.mlit.go.jp 

 

○問い合わせ先 ＜広島湾再生推進会議事務局＞ 

国土交通省中国地方整備局 TEL（082）221-9231（代表）（平日昼間） 

【担当】 企画部 広域計画課長    佐々田
さ さ だ

 敬
ゆき

 久
ひさ

 （内線3211） 

              建設専門官     児
こ

 玉
だま

 克
かつ

 史
し

 （内線3212） 
 

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ・広島県政記者クラブ・山口県政記者会・山口県政記者クラブ・

山口県政滝町記者クラブ・中国地方建設記者クラブ 

お 知 ら せ 
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中高生による瀬戸内海保全・再生活動発表会 

参加募集要領 

 

１． 目 的 

広島湾の保全・再⽣に繋がる活動意欲の向上とそれぞれの活動を継続的なものとする
ため、中⾼⽣による広島湾に関する活動の成果を発表する場を設け、若い世代の⾃由な発
想を取り⼊れることで、広島湾の保全・再⽣への関⼼を⾼めていくことを⽬的とします。 

 
２． 開催日 

令和５年１０⽉２９⽇（⽇） ※時間は調整中 
  【同時開催】さとうみフェスタ２０２３（広島湾さとうみネットワーク等主催） 

 
３． 開催場所 

広島コンベンションホール１階 広島テレビホール（広島市東区⼆葉の⾥３丁⽬５−４） 
 
４． 発表会について 

（１） 発表内容 

⽣徒が中⼼となって⾏っている広島湾の保全・再⽣に関する内容で、活動報告または
研究発表とします。なお、発表者は⽣徒とし、各発表１〜5 名程度とします。 

（２） 発表方法 

原則、パワーポイントによる発表とします。スライドは A4 サイズ（210mm×297mm）
とし、10MB 以下で作成ください。なお、発表会当⽇は、事務局で以下のツールを⽤意
します。 

①パソコン※ 
②プロジェクタ 
③マイク 
④レーザーポインタ 
※各⾃の持ち込みパソコン（HDMI 付）による発表でも可能 

（３） 発表時間 

各活動の発表時間は 10 分（発表 7 分、質疑 3 分）の予定です。 
 

中⾼⽣による瀬⼾内海保全・再⽣活動発表会への参加を希望する⽣徒を以下の通り
募集します。 
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（４） 審 査 

以下の審査項⽬に基づき審査を⾏います。 
【審査項⽬】 
（発表の内容）動機、継続性、プロセス、問題意識・創意⼯夫、 

保全・再⽣への貢献度、今後の課題 
（発表の仕⽅）プレゼンテーション⼒、質疑への応答 
なお、応募が多数の場合、提出いただいた資料により、動機、継続性、プロセス、問

題意識・創意⼯夫、保全・再⽣への貢献度等の評価項⽬により⼀次審査を⾏いますので、
ご了承ください。 

（５） 表 彰 

産官学５名（予定）の審査員による得点の合計と、来場者投票による得点の合計によ
り、特に活動が優れていると認められた発表を最優秀賞として決定します。 

（６） その他 

発表会当⽇は、各活動内容のパネル展⽰を⾏うため、パネル展⽰⽤ポスターも事前に
作成ください。ポスターは、A1 サイズ縦（841mm×594mm）で会場に展⽰するため、
なるべく鮮明な画像を使⽤してください。なお、ポスターの印刷および展⽰は事務局で
⾏います。 

当⽇の発表会の様⼦、発表資料やパネル展⽰⽤ポスターはホームページで公表させ
ていただく場合があります。あらかじめご了承ください。 

天候等により開催を中⽌する場合は、前⽇までに事務局よりメールにてご連絡します。 
 
５． 募集について 

（１） 応募資格 

広島県・⼭⼝県内の中学校、⾼等学校及び⾼等専⾨学校（3 年⽣以下）に通う⽣徒 
※１校で複数のグループによる応募可能 

（２） 募集対象の活動 

⽣徒が中⼼となって⾏っている広島湾の保全・再⽣に繋がる活動 
（３） 応募方法 

応募⽤紙（別紙―１）に必要事項をご記⼊のうえ、９⽉２９⽇（⾦）までに事務局ま
で電⼦メールでご応募ください。 
【提出先】 

広島湾再⽣推進会議事務局 
（国⼟交通省 中国地⽅整備局 企画部 広域計画課内） 
E-mail：hwancom@cgr.mlit.go.jp 

（４） 募集期間 

令和５年７⽉１４⽇（⾦）〜９⽉２９⽇（⾦） 
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（５） その他 

応募いただいた活動内容について、事務局からお問い合わせさせていただく場合が
あります。 

 
６． 主 催 

広島湾再⽣推進会議 
 
７． 問い合わせ先 

広島湾再⽣推進会議事務局 
（国⼟交通省 中国地⽅整備局 企画部 広域計画課内） 
〒730-8530 広島市中区上⼋丁堀 6 番 30 号 
TEL：082-511-9231（代表） 
E-mail：hwancom@cgr.mlit.go.jp 



中高生による瀬戸内海保全・再生活動発表会 応募用紙

応募締切：令和５年９月２９日（金）  

ふ り が な 

所 在 地  県 学 校 名 

( 正 式 名 ) 

学 校 住 所 
〒 

生徒代表者 
ふりがな

学 年 
氏 名

発 表 者 

(代表者除く) 

ふりがな

学 年 
氏 名  

ふりがな

学 年 
氏 名  

ふりがな

学 年 
氏 名  

ふりがな

学 年 
氏 名  

発表テーマ 

発 表 内 容 

キーワード 

指 導 教 諭 
ふりがな 

氏 名  

連 絡 先 
(当日連絡がつくもの)

T E L 

E-mail 

備 考

別紙－１



中高生による瀬戸内海保全・再生活動発表会 応募用紙

応募締切：令和５年９月２９日（金） 

ふ り が な 

所 在 地 県 学 校 名 

( 正 式 名 ) 

学 校 住 所 
〒

生徒代表者 
ふりがな 

学 年 
氏 名 

発 表 者 

(代表者除く) 

ふりがな

学 年 
氏 名  

ふりがな

学 年 
氏 名  

ふりがな

学 年 
氏 名  

ふりがな

学 年 
氏 名  

発表テーマ 

発 表 内 容 

キーワード 

指 導 教 諭 
ふりがな 

氏 名 

連 絡 先 
(当日連絡がつくもの)

T E L 

E-mail 

備 考

記入例 
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